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敬老親睦会

記
事
担
当
　島
袋
裕
介
　

○平成29年度の決算を認定

○平成29年度に実施された
　　主な事業

○9月初議会
　　議会構成決定

○就任・退任のご挨拶

○一般質問

○議会の動き

○永年の議員活動の功績が
　　認められました。

　
昨
年
３５
周
年
を
迎
え
た
琉
球
村
で
、

９
月
２４
日
に
山
田
区
の
老
人
会
を
招
待

し
、地
元
の
お
年
寄
り
に
感
謝
す
る「
敬

老
親
睦
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
田

区
に
は
１
０
０
歳
以
上
４
人
、カ
ジ
マ

ヤ
ー
３
人
、米
寿
５
人
、８５
歳
以
上
の
方

は
６９
人
も
い
ま
す
。

　
山
田
区
老
人
会
は
毎
年
の「
敬
老
親

睦
会
」を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、比
嘉
茂

区
長
か
ら
は「
素
晴
ら
し
い
余
興
、料
理

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
」と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。



議　会　だ　よ　り 2第138号（平成30年11月20日）

自主財源が56.1％
負担金・基金取り崩しも増!!

認 定
歳出決算額は対前年度比で9億3713万6千円10.6%の増 歳入決算額は対前年度比で14億9009万1千円16.4%の増

歳入に関する質疑

歳入 105億8096万８千円
歳出   97億3704万６千円

特 別 会 計

水道事業会計

質
　
村
税
の
収
入
未
済
額
、
状
況
及
び
要
因

答
　
現
年
課
税
分
6
6
4
件
1
8
9
5
万
円
、
延
滞
繰
越
分

1
0
4
2
件
3
5
0
7
万
円
　

　
不
納
欠
損
74
件
2
2
7
万
円

　
（
無
財
産
や
海
外
渡
航
36
件
）
　

　
（
連
絡
が
取
れ
ず
時
効
消
滅
38
件
）

質
　
村
税
の
収
入
未
済
額
、
今
後
の
収
納

答
　
収
入
未
済
額
は
具
体
的
に
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。
徴
収
係

は
県
税
の
方
と
連
携
し
、
月
に
１
回
は
滞
納
処
分
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

質
　
貸
付
金
元
利
収
入
の
未
済
額

答
　
奨
学
金
の
貸
付
金
で
あ
り
、
償
還
期
が
来
な
い
も
の
も
含
め

た
現
在
の
貸
付
残
高
で
あ
る
。

質
　
奨
学
金
の
貸
付
金
返
済
状
況

答
　
全
く
連
絡
の
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
何
件
か
あ
り
、
２
件
に
つ

い
て
は
本
人
死
亡
の
た
め
不
納
欠
損
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳入
105億8096万8千円

自
主
財
源

依
存
財
源
43.9％ 56.1％

村税  15.4％

歳　入 歳　出

収益的収入 収益的支出

19億6455万4千円

9684万円

5億4241万円

18億4503万8千円

9675万8千円

5億3617万6千円

16億2602万2千円
村民税、固定資産税、
軽自動車税等

財産収入
17.3％

18億2641万5千円
財産運用(村有地賃貸料,軍
用地料・預金利息等)他

繰入金
12.5％

13億2770万7千円
特別会計や基金から持って
くるお金

国・県支出金
　　25.4％

26億8984万8千円
国・県からの補助金

村　債
2億6520万円　2.5%
国や金融機関から借りるお金

その他の依存財源
3億8918万5千円  3.7%
地方消費税、ゴルフ場利用税他

地方交付税
12.3％

12億9960万5千円
行政の格差をなくすため、
国から交付されるお金

その他の
自主財源
10.9％ 11億5698万6千円

分担金及び負担金、繰越金、
使用料及び手数料、寄附金他

質質 答答質答質答

国民健康保険
後期高齢者医療
下 水 道 事 業

7億9124万円 6億9929万5千円

資本的収入 資本的支出
3100万円 2億3201万9千円

※不足分は過年度分損益勘定留保資金
　で補てん

水　道　事　業

議　会　だ　よ　り3 （平成30年11月20日）第138号

自主財源が56.1％
村税の増加が要因！
歳出決算額は対前年度比で9億3713万6千円10.6%の増

平成29年度
決　　　 算

歳出に関する質疑
質
　
財
政
管
理
委
託
料
の
不
用
額
1
8
4
5
万
円

答
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
、
商
工
会
へ
の
業
務
委
託
料
の
不
用
額

で
あ
る
。

質
　
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
ロ
ゴ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
製
作
委
託
料
繰
越
額

答
　
平
成
29
年
度
中
に
商
標
申
請
事
務
の
手
数
料
を
支
払
い
、
平
成

30
年
度
に
登
録
料
を
支
払
う
た
め
の
繰
越
金
で
あ
る
。

質
　
老
人
福
祉
費
委
託
料
の
不
用
額
3
3
8
万
円

答
　
食
の
自
立
支
援
事
業
委
託
料
で
、
配
食
数
が
予
測
を
下
回
っ

た
。

質
　
農
業
振
興
費
の
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
説
明

答
　
村
内
ホ
テ
ル
、
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市
場
等
協
力
し
な
が

ら
レ
タ
ス
の
出
荷
を
行
っ
た
。
取
引
の
需
要
に
対
し
供
給
が
出
来

な
か
っ
た
の
で
、
生
産
規
模
を
1
2
0
0
坪
か
ら
4
2
0
0
坪
に

拡
大
し
安
定
生
産
を
行
う
。
長
野
県
川
上
村
と
連
携
し
5
年
目
に

な
る
レ
タ
ス
を
、
学
校
給
食
で
提
供
す
る
食
育
の
連
携
も
行
っ
て

お
り
、
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
。

質
　
村
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
つ
い
て

答
　
定
住
促
進
を
進
め
る
た
め
若
年
層
を
ど
う
取
り
込
む
の
か
、
調

査
を
し
な
が
ら
入
居
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

実
質
収
支
に
関
す
る
調
書

質
　
自
主
財
源
が
56
・
1
％
で
か
な
り
増
え
て
い
る
、
要
因
は

答
　
住
民
税
、
固
定
資
産
税
の
増
加
が
主
な
要
因
で
あ
る

質
　
村
税
の
増
加
は
あ
る
が
、
負
担
金
や
基
金
取
り
崩
し
、
繰
越
金

が
あ
る
た
め
自
主
財
源
が
数
字
的
に
増
え
て
い
る
と
指
摘
。
今

後
、
新
し
い
財
政
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
　
新
し
い
財
源
と
し
て
観
光
の
宿
泊
税
で
、
勉
強
会
や
ホ
テ
ル
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

財
産
に
関
す
る
調
書

質
　
備
品
台
帳
に
無
い
他
施
設
の
備
品
台
帳
は

答
　
50
万
円
以
下
の
備
品
は
各
課
で
台
帳
を
管
理
し
て
い
る
。

質
　
各
種
あ
る
基
金
、
今
後
の
運
用
は

答
　
基
金
の
目
的
に
沿
っ
た
形
で
運
用
し
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
基

金
は
運
用
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

記事担当　大城保

歳出
97億3704万6千円

総務費  26.3％ 25億6280万3千円
村の財産管理、情報処理、
選挙にかかったお金

民生費
18.4％

17億8699万3千円
高齢者、障害者福祉、保育所、
児童手当などにかかるお金

土木費
19.4％

18億8473万8千円
ダム、道路、河川、村営住宅
整備・維持管理にかかるお金

教育費
14.3％13億8966万9千円

幼小中学校教育・スポーツ振興
にかかるお金

公債費
4億3209万5千円 4.4%
村債として借りたお金の返済など

そ　の　他
3億4468万1千円 3.5%
議会費　消防費、災害復旧費

衛生費
5.9％

5億7464万1千円
予防接種、検診、ごみ処理
などにかかるお金

農林
水産費
5.9％

5億7740万2千円
漁港整備、農業の振興にかかるお金

商工費
1億8402万4千円 1.9%
中小企業支援・恩納村のPR
等にかかるお金

質答質答質答質答質答質答質答質答質答



議　会　だ　よ　り 4第138号（平成30年11月20日）

食の自立支援事業

一人暮らしの高齢者や高齢者世帯で調理
が困難な方の居宅を訪問し栄養バランス
の取れた食事を提供するとともに利用者
の安否確認を行う

1138万7千円

し尿処理事業

家庭、事業所等の浄化槽について、安定的な、し尿及び浄化槽汚泥の処理を行う

6426万4千円

平成29年度に実施 された主な事業
恩納小学校プール改築工事

老朽化し体育事業に支障をきたしていたプ
ールを改築することにより、安心安全に教
育を受ける環境を整備（Ｈ30年度繰越）

1億2182万4千円

公営墓地整備事業

観光地としての景観的配慮や住民の生活
環境の改善を図るため墓地公園及び駐車
場の造成工事行った（赤間）

6800万8千円
水産加工流通施設改修工事

水産加工流通施設の天井改修(天井材、内
部下地の取替)　屋根材の一部取り替え及
び断熱塗装を実施した（前兼久漁港）

3225万円

（石川終末処理場・中部衛生施設組合へ委託）

議　会　だ　よ　り5 （平成30年11月20日）第138号

平成29年度に実施 された主な事業

外来、入院とも、0歳～中学3年生までの
医療費を助成しました。

火災から住民の生命、財産を守る事を目
的に老朽化した消火栓を取り替えること
により、消防体制の充実を図る

896万4千円

消火栓取替工事
1468万8千円

観光誘客,おもてなし事業

観光客の満足度を高めるため観光資源を活用した事業展開、誘客に関するPR活動情報媒
体の整備、イベント、プロモーション活動，観光案内人の配置等

5192万円

こども医療費助成
2714万9千円

新規就農一貫支援事業

意欲のある担い手育成新規就農の促進と
定着を図るため、新規就農者へ農業機械
や施設等の初期投資額の一部を支援する
（限度額1,000万円）

熱田川改修工事

河川の改修を実施し降雨時の河川増水に
よる道路等への冠水被害の発生を防止す
る。

4892万4千円

記事担当　大城保



議　会　だ　よ　り 6第138号（平成30年11月20日）

成決定議会構

議会運営委員会

議　長

凡　例

又　吉　　　薫

恩納
67歳・３回

顔写真

氏名
行政区
年齢・当
選回数

総務財政文教委員会 所管課
総務課　　企画課
税務課　教育委員会
選挙管理委員会
出納室

委員長

山　城　良　一
仲　田　　　豊
大　城　堅　三
外　間　勝　嘉
山　田　政　幸
大　城　　　保

外　間　勝　嘉

喜瀬武原
59歳・２回

副委員長
大　城　　　保

仲泊
56歳・２回

委　員
山　城　良　一

前兼久
65歳・７回

委　員
仲　田　　　豊

名嘉真
68歳・５回

委　員
又　吉　　　貢

山田
53歳・４回

委　員
佐渡山　　　明

南恩納
57歳・２回

委　員
安　里　周　作

恩納
59歳・１回

委　員
宮　﨑　　　豊

南恩納
60歳・４回

委 員 長
副委員長
委 員

議会広報委員会
大　城　　　保
安　里　周　作
山　田　政　幸
外　間　勝　嘉
金　城　重　治
島　袋　裕　介

委 員 長
副委員長
委 員

議　会　だ　よ　り7 （平成30年11月20日）第138号

議会構

経済建設民生委員会

副議長
又　吉　　　貢

山田
53歳・４回 9月初議会

所管課
農林水産課　商工観光課
農業委員会　建設課
村民課　福祉健康課
上下水道課

委員長
大　城　堅　三

瀬良垣
59歳・３回

副委員長
山　田　政　幸

安富祖
53歳・２回

委　員
喜　納　正　誠

仲泊
71歳・10回

委　員
吉　山　盛次郎

塩屋
64歳・６回

委　員
糸　数　　　昭

山田
68歳・４回

委　員
島　袋　裕　介

仲泊
38歳・１回

委　員
金　城　重　治

前兼久
66歳・１回

基地問題対策委員会
山　田　政　幸
山　城　良　一
仲　田　　　豊
又　吉　　　貢
大　城　堅　三
外　間　勝　嘉
佐渡山　　　明
安　里　周　作

委 員 長
副委員長
委 員

◯議会選出監査委員
　佐渡山　明

◯中部北環境施設組合議員
　喜納　正誠　　大城　保

◯金武地区消防衛生組合議会
　仲田　豊　　外間　勝嘉

◯沖縄県介護保険広域連合議会
　山城　良一

記事担当　外間勝嘉



議　会　だ　よ　り 8第138号（平成30年11月20日）

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

村
民
福
祉
の
向
上
と
、
恩
納
村
の
発
展
を
目
指
す
議
会
へ

新
議
長

　又
　吉
　
　薫

　村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
恩
納
村

議
会
に
対
し
、
ご
意
見
、
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
、
去
る
９
月
28
日
の
初
議
会
で
、

第
24
代
目
の
恩
納
村
議
会
議
長
の
職
を
拝

命
し
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り

ま
す
が
、
村
民
や
議
会
の
ご
指
導
の
下
、
重
責
を
全
う
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
は
、
二
元
代
表
制
に
お
け
る
議
会
の
役
割
、
議
会
の
立
場
を
考
え
、

議
会
の
活
性
化
、
議
会
機
能
の
向
上
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　議
会
は
、
基
本
的
に
、
三
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
や
予
算
案
を
審
議
し
可
決
、
修

正
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
議
会
で
審
議
議
決
さ
れ
た
事
案
が
正
当
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
す
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
村
民
の
声
を
政

策
と
し
て
提
案
し
、
村
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　私
は
、
議
員
15
名
と
共
に
、
自
ら
の
研
鑚
を
深
め
、
資
質
の
向
上
に

努
め
、
議
会
の
立
場
か
ら
、
村
民
福
祉
の
向
上
、
恩
納
村
の
発
展
に
貢

献
し
、
又
、
村
民
と
繋
が
り
、
村
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
村
民
の
尚
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
退
任
の
ご
挨
拶

前
議
長

　仲
　田
　
　豊

　こ
の
度
、
議
長
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　議
長
に
就
任
し
て
四
年
間
、
村
民
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
議
会
運
営
が
円
滑
に

運
ぶ
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
対
し
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　も

と
も
と
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

を
支
え
て
下
さ
っ
た
副
議
長
、
議
員
各
位
、
並
び
に
議
会
事
務
局
の
皆
様
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
村
長
を
は
じ
め
、
議
会
で
の
議
決
を

経
て
懸
案
事
項
を
滞
り
な
く
執
行
し
て
頂
き
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
公
務
に
専

念
す
る
姿
は
素
晴
ら
し
く
、
今
後
も
引
き
続
き
村
民
に
寄
り
添
い
、
村
民
の
目

線
で
村
民
を
誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
村
民
の
た

め
に
頑
張
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　一
方
、
議
会
に
お
い
て
は
振
り
返
る
在
任
期
間
、
議
会
運
営
の
円
滑
、
議
会

の
活
性
化
、
村
民
に
開
か
れ
た
議
会
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
議
員
の
資
質
の

向
上
、
活
発
な
議
論
等
々
、
村
民
の
付
託
に
答
え
る
べ
く
、
議
員
個
々
の
研
鑚

に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
「
調
査
な
く
し
て
発
言
な
し
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
ま
さ
し
く
現
場
を
鑑
み
て
の
説
得
力
あ
る
発
言
は
解
き
放
つ
も
の

で
あ
り
ま
す
。
情
報
化
社
会
の
現
代
に
あ
っ
て
、
氾
濫
す
る
情
報
が
真
実
か
虚

偽
か
を
見
極
め
る
能
力
を
議
会
人
に
は
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の
研
鑚
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
村
議
会
は
前
述
し
た
通
り
、
知
性
と
行
動
を
兼
ね
備

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
お
ご
ら

ず
常
に
謙
虚
な
態
度
で
、
公
人
で
あ
る
こ
と
を
ひ
と
時
も
忘
れ
ず
、
村
民
に
尽

く
す
議
員
と
し
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
新
議
長
も

選
出
し
議
会
の
構
成
も
整
い
ま
し
た
。
議
長
在
任
中
、
至
ら
ず
行
き
届
か
ぬ
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
新
議
長
を
中
心
に
今
後
の
議
会
運
営
等
に
精
進
し

て
く
だ
さ
い
。
不
肖
な
が
ら
私
も
一
議
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　村
民
の
一
層
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
議
長
退
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
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　住民の方より、議会だより一般質問の内容及び掲載基準について問い合わせがありましたの
で、議会だより発行規定を一部抜粋して紹介します。

１．原稿依頼は、一般質問の議事録をコピーし、提出日を明記して各議員に配布する。
２．原稿は、一般質問の議事録から要点をまとめ、質問要旨を除き1,100字以内とする。
＊議会内で議論したことだけ。委員がチェックする。
３．原稿の締切日を厳守すること。締切日までに提出されない場合は、「議会だより」に掲載
する意志がないものと解する。

○以上の規定により、広報誌の議会広報委員会による恣意的運用を避けるため、一般質問を
行った議員本人から提出された原稿を確認の下、記載しております。

　※議会だよりについて、御意見・御要望がありましたら、議会広報委員会へご連絡下さい。

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の質問項目

村　民　の　声
（議会だより一般質問について）

〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

○男女共同参画社会の形成と女性に関する施

策の推進状況

○第35回うんなまつりについて伺う

○サンゴの村宣言、今後の展開を伺う

○不妊治療の助成制度を再質問する

○本村の災害時緊急対応を伺う

P11佐渡山　明　議員 A966－2443

又吉　薫　議員 A966－2911 P 10
○開校する統合中学校の生徒が期待する特色

について

○法定外目的税について

吉山　盛次郎　議員A965－0669 P12

12月定例会のご案内！！
12月定例会は、12月10日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせください。
皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい



　
　
女
性
が
輝
く
女
性
が
活
躍
す
る
社

会
の
実
現
、
女
性
の
参
画
の
促
進
は

重
要
課
題
。既
に
女
性
は
家
庭
生
活
、

地
域
活
動
な
ど
多
く
の
場
面
で
活
躍

し
、
女
性
の
参
画
無
く
し
て
は
社
会

は
成
り
立
た
な
い
。女
性
の
社
会
参

画
を
推
進
す
る
上
で
何
が
足
り
な
い

か
、一つ
は
、組
織
の
意
思
決
定
過
程
へ

の
参
加
が
進
ん
で
な
い
。も
う
一点
は
、

女
性
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
職
場

環
境
に
な
っ
て
い
る
か
、恩
納
村
議
会

も
女
性
議
員
は
ゼ
ロ
、
女
性
が
立
候

補
で
き
る
環
境
整
備
も
必
要
。以
上

の
こ
と
を
踏
ま
え
質
問
し
ま
す
。男

女
共
同
参
画
の
整
備
状
況
、
推
進
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
平
成
２８
年
、
女
性
職
員
の
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
行
動
計
画
を
策
定
。管

理
的
地
位
に
あ
る
女
性
の
割
合
を
平

成
３３
年
度
ま
で
に
１０
％
に
す
る
。３０
年

は
推
進
条
例
を
制
定
、新
た
な
男
女
共

同
参
画
社
会
の
創
設
を
推
進
し
た
い
。

　
　
女
性
の
視
点
、
女
性
の
声
が
意
思

決
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
審
議

会
、委
員
会
へ
の
女
性
の
登
用
状
況
に

つ
い
て
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
国
保
運
営
協
議
会
等
１７
審
議
会
の

内
、
女
性
登
用
審
議
会
は
１０
審
議
会
、

女
性
委
員
数
２０
人
で
１４
％
、選
管
、教

育
委
員
会
で
３
人
１０
％
。

　
　
恩
納
村
の
女
子
職
員
の
採
用
と
登

用
状
況
及
び
当
局
の
基
本
的
な
考
え

方
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
職
員
数（
正
規
職
）１
３
５
人
、
課

長
職
１４
人
、
女
性
管
理
職
は
い
な
い
。

係
長
４２
人
、
う
ち
女
性
１６
人
、一般
職

７９
人
の
内
、
女
性
３３
人
（
４１
・
７
％
）、

女
性
の
係
長
が
１０
％
増
え
、能
力
あ
る

女
性
も
多
く
、今
後
管
理
職
と
し
て
登

用
と
考
え
て
い
る
。

　
　
女
性
職
員
採
用
枠
が
あ
る
か
、
女

性
職
員
は一定
の
責
任
を
持
つ
段
階
に

な
る
と
辞
退
も
あ
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
採
用
に
関
し
女
性
、
男
性
分
け
て
の

採
用
試
験
方
式
は
取
って
お
り
ま
せ
ん
。

産
休
等
で
１
年
、２
年
職
場
を
空
け
る

リ
ス
ク
を
負
って
い
る
。し
か
し
、
登
用

に
関
し
、
積
極
的
に
受
け
て
頑
張
っ
て

い
る
。

　
　
役
場
内
で
女
子
職
員
の
働
く
環
境

に
つ
い
て
話
し
合
う
環
境
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
女
性
問
題
に
特
化
し
て
の
話
の
場

は
設
け
て
い
な
い
。研
修
派
遣
な
ど
展

開
し
て
い
る
。

　
　
民
間
女
性
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
繋
げ
て
の
男
女
共
同
参
画
、
女

性
の
社
会
進
出
問
題
が
話
せ
る
環
境

に
あ
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
女
性
団
体
と
連
携
し
て
事
業
に
取

り
組
め
て
い
な
い
現
状
。男
女
差
別
の

研
修
で
北
中
城
の
婦
人
団
体
と
意
見

交
換
。今
後
、
村
内
の
女
性
団
体
も
含

め
、連
携
を
持
て
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
　
恩
納
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

に
向
け
て
の
方
針
と
具
体
的
な
施
策
、

計
画
、今
後
の
予
算
措
置
等
、ど
う
総

合
的
に
関
わ
っ
て
い
く
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
条
例
を
制

定
し
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
各

審
議
会
へ
の
女
性
の
登
用
を
推
進
。予

算
措
置
に
つ
い
て
は
、
各
女
性
団
体
が

事
業
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

れ
ば
、予
算
措
置
な
り
協
力
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　
男
女
共
同
参
画
・
女
性
の
た
め
の

総
合
的
な
施
設
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
男
女
共
同
参
画
事
業
の
展
開
は
、

総
合
的
施
設
の
設
置
の
前
に
、関
係
団

体
と
の
連
携
を
密
に
と
考
え
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質質

質質質

質

質 答答

答答答

答答答

議　会　だ　よ　り 10第138号（平成30年11月20日）

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
と
女
性
に
関
す
る
施
策

の
推
進
状
況

又
吉
　薫
　議
員
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村
民
の
期
待
も
大
き
い
た
め
、
来

年
度
は
今
年
以
上
に
内
容
の
濃
い
ま

つ
り
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。去
っ

た
う
ん
な
ま
つ
り
か
ら
５０
日
経
過
し

た
が
、ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
し
て
の

事
業
評
価
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　事
業
評
価
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
福
引
抽
選
券
の
裏
面
の
ほ
う

に
、村
民
か
ら
の
意
見
、感
想
を
伺
って

い
る
。

　
　「鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。物
事
は
関
係
者

の
熱
意
が
あ
る
う
ち
に
こ
と
を
運
ば

な
い
と
、あ
と
で
は
問
題
に
さ
れ
に
く

く
な
る
。問
題
が
見
え
な
く
な
る
。つ

ま
り
、ま
つ
り
の
開
催
後
の
直
近
こ
そ

が
、事
業
評
価
は
行
い
や
す
く
、改
善

点
の
解
決
に
も
結
び
つ
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　も
っ
と
村
民
が
多
く
参
加
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
、
私
た
ち
は
考

え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
る
。

　
　
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指

し
、
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
い
く
予
定
で
し
ょ
う
か
。

　
　
企
画
課
長
　山
城
雅
人

　
　国
連
環
境
日
本
協
会
と
来
月
に
包

括
協
定
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
連
が
定
め
た
持
続
可
能
な
開
発
目

標
が
、
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
に
取
り
組
む

こ
と
と
合
致
す
る
内
容
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
、
締
結
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
保
護
活
動
、地
域
の
振
興
を
図
る

た
め
に
実
施
し
て
い
く
予
定
。

　
　
１
年
前
の
９
月
に
、
オ
キ
シ
ベ
ン
ゾ

ン
な
ど
の
化
学
物
質
を
含
む
日
焼
け

止
め
の
規
制
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と

提
案
い
た
し
ま
し
た
が
、
去
っ
た
５
月

１
日
に
、米
国
ハ
ワ
イ
州
が
世
界
で
初

め
て
サ
ン
ゴ
礁
に
有
害
と
さ
れ
る
日

焼
け
止
め
の
販
売
と
流
通
を
禁
止
す

る
法
案
を
可
決
し
、
来
年
１
月
に
も

施
行
さ
れ
る
と
大
き
く
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
。自
然
に
優
し
い
村
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
上
で
も
条
例
制
定
を

望
み
ま
す
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　啓
蒙
活
動
を
中
心
に
環
境
保
全
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

　
　
村
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
助
成

制
度
。不
妊
治
療
助
成
事
業
は
、
村
の

未
来
の
た
め
に
も
、
村
民
福
祉
の
た

め
に
も
、
大
変
重
要
な
施
策
で
す
。何

よ
り
も
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
は
、高
額
な
医
療
費
の
た
め
に
、治

療
を
受
け
な
が
ら
も
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
や
、ま
た
肉
体
的

に
も
、
家
族
や
親
戚
か
ら
の
期
待
な

ど
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛
も
あ
り
、

大
変
つ
ら
い
治
療
、つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
。助
成
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　県
内
の
１５
市
町
村
で
助
成
を
行
って

い
る
。内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
な
が
ら
、
３１
年
度
の
実
施
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
村
民
の
避
難
場
所
と
し
て
、
ホ
テ

ル
と
災
害
時
応
援
協
定
は
結
ば
れ
た

の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　村
内
ホ
テ
ル
等
と
の
災
害
応
援
協

定
は
、ま
だ
締
結
さ
れ
て
い
な
い
。津
波

が
来
た
場
合
は
甚
大
な
被
害
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
協
定
は
必
要
だ
と
痛
感

し
て
い
る
。早
め
に
協
定
を
結
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
村
の
災
害
時
避
難
カ
ー
ド
の
普

及
状
況
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　現
在
、恩
納
村
は
避
難
カ
ー
ド
の
作

成
を
進
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　
カ
ー
ド
の
必
要
性
は
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
を
来
年
度
予

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質

質質 答答

答

答答答答 質質質

答

第
35
回
う
ん
な
ま
つ
り
に

つ
い
て
伺
う

サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
、
今
後

の
展
開
を
伺
う

不
妊
治
療
の
助
成
制
度
を

再
質
問
す
る

本
村
の
災
害
時
緊
急
対
応

を
伺
う

佐
渡
山
　明
　議
員



　
　
開
校
す
る
中
学
校
が
英
語
教
育
に

特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、

そ
の
授
業
時
間
数
が
増
え
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て
い

る
授
業
時
数
で
行
わ
れ
ま
す
。文
科
省

で
示
し
て
い
る
授
業
時
数
を
増
や
す
こ

と
な
く
、
教
育
課
程
外
で
検
討
し
て
い

る
。

　
　
英
語
教
師
の
加
配
は
可
能
な
の
か
。

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
活
用
が

で
き
る
の
か
。海
外
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
中
学
生
に
お
い
て
も
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
県
か
ら
の
英
語
教
諭
の
加
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。Ａ
Ｌ
Ｔ
は
統
合
後
、一人
は

中
学
校
に
単
独
で
配
置
を
行
う
予
定

で
す
。課
外
授
業
に
つ
い
て
は
、Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
も
予
定
し
て
い
て
英
語
、

ま
た
理
科
教
育
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
て
、
連
携
も
考
え
て
い
ま
す
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
現
在
で
も
中
学
生

枠
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
恩
恵
を
受
け
る
た
め

に
も
、理
数
系
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、恩
納
村
か
ら

学
生
や
学
者
が
出
て
く
る
こ
と
を
想

定
さ
れ
た
道
筋
を
立
て
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
第
二
外
国
語
を
含
め
て
理
科
教
育

も
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
連
携
を
と
って
や
って
い

く
。

　
　
中
学
校
統
合
推
進
室
長
　喜
久
山
隆

　
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
帰
国
子
女
の
生
徒
等
か

ら
、
そ
の
国
の
文
化
、
生
活
習
慣
を
学

ん
だ
り
、
将
来
の
夢
を
聞
く
こ
と
で
、

国
際
社
会
に
貢
献
す
る
気
持
ち
を
育

て
る
取
り
組
み
や
、
地
域
の
英
語
話
者

等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
国

際
理
解
教
育
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
　

　
　
法
定
外
目
的
税
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、

そ
し
て
環
境
保
全
に
収
入
財
源
と
し

て
、利
活
用
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
観
光
に
対
す
る
行
政
需
要
は
ま
す

ま
す
増
加
し
て
い
る
。観
光
客
の
増
加

等
に
伴
う
課
題
を
締
結
す
る
た
め
、特

定
財
源
の
必
要
は
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。観
光
財
源
研
究
会
へ
の
職

員
の
派
遣
や
村
内
ホ
テ
ル
関
係
者
、
観

光
協
会
、商
工
会
、漁
協
等
団
体
を
対

象
に
勉
強
会
も
開
催
し
て
ま
す
。現
在

は
、宿
泊
者
へ
納
税
意
思
に
つ
い
て
の
意

見
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
ま
す
。そ
う
い
っ
た
内
容
を

踏
ま
え
て
、
納
税
者
、
事
業
者
の
賛
同

が
得
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
審
議
会

等
を
設
置
し
て
、
今
後
議
論
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　
村
長
の
決
意
と
し
て
、ウ
ト
ゥ
イ
ム

チ
の
心
を
村
民
が
持
て
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
　善
巳

　
　
村
民
の
皆
さ
ん
が
観
光
で
潤
っ
て
い

る
村
と
い
う
の
は
認
識
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、最
後
ま
で
行
き
渡
って
い
な

い
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。ウ

ト
ゥ
イ
ム
チ
の
心
で
観
光
客
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
な
村
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。法
定
外
目
的
税
、
宿
泊

税
を
含
め
て
ホ
テ
ル
、事
業
所
、ま
た
関

連
す
る
方
々
も
い
ま
す
の
で
、一
緒
に

な
っ
て
勉
強
会
等
を
や
っ
て
議
論
を
深

め
て
い
き
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質質

質

質

答答

答

答答答

開
校
す
る
統
合
中
学
校
の

生
徒
が
期
待
す
る
特
色
に

つ
い
て

法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て

議　会　だ　よ　り 12第138号（平成30年11月20日）

吉
山
盛
次
郎
　議
員

議　会　だ　よ　り13 （平成30年11月20日）第138号

議会の動き
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成３０年第２回沖縄県町村交通災
害共済組合議会定例会（議長）

平成３０年第８回議会運営委員会
平成３０年第５回恩納村議会９月定
例会・本会議（開会）
平成３０年第５回恩納村議会９月定
例会・本会議・一般質問（３名）
平成３０年第５回恩納村議会９月定
例会・本会議（閉会）

初議会前の協議会（懇談会）
平成３０年度第６回恩納村議会臨時
会（初議会）

北部市町村議会議長会臨時総会（議
長）
沖縄県町村議会議長会定期総会（議
長）
議会広報委員会第１回編集会議（委
員５名）
平成３０年度町村議会議員・事務局
職員研修会（サムシングフォー西崎
　糸満市：１４名）
議会広報委員会第２回編集会議（委

20日

11日
12日

18日

21日

25日
28日

3日

10日

12日

17日

25日

27日
28日

31日

1日
3日
5日

6日

7日

8日

10日

12日

14日

15日

20日

員６名）
議会広報委員会第３回編集会議（委
員６名）
第４回恩納村美ら海花火大会
トーカチ・カジマヤー合同祝（谷茶の
丘）
キャンプ・ハンセンに関する三町村
連絡協議会（金武町役場：議長）

統合中学校合同安全祈願祭
第２６回恩納村文化祭「芸能部門」
議会広報委員会第４回編集会議（委
員５名）
町村議会常任委員長・副委員長実務
研修会（自治会館：６名）
町村議会広報研修会（パシフィック
ホテル　那覇市：５名）
第５２回北部広域市町村圏事務組合
議会定例会（議長）
恩納村制施行１１０周年記念式典及
び祝賀会
新人議員行政視察（村内他：新人議
員３名）
議会広報委員会第５回編集会議（委
員６名）
沖縄県町村監査委員協議会研修会
及び臨時総会（パシフィックホテル
　那覇市）
北部地区町村監査委員協議会研修
会（東村）
議会だより「うんなＮｏ１３８」発行
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　10月26日、総務大臣より、通算35年以上在職し
地方自治の振興発展に顕著な功労があった都道府
県議会議員15名、市区議会議員116名、町村議会
議員56名に感謝状の贈呈がありました。沖縄県か
らは２名の町村議会議員が表彰され、本村から
は、10期目の喜納正誠議員が、永年の議員活動の
功績が認められ感謝状が授与されました。

永年の議員活動の功績が認められました。

議員活動　こんなこともしてます!!
喜納正誠  議員

町村議会広報研修会 常任委員長・副委員長実務研修会

新人議員行政視察研修（安富祖ダム） 新人議員行政視察研修（統合中学校）


